
～平成28年度交付決定額： 6,645 千円 平成29年度申請額： 6,036 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 29 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

御殿場市の名の由来である徳川御殿について、４００年祭事業を実施することで、地域文化継承のために歴史・
文化資源の調査・保全が進み、かつ広く市民へ地域の歴史に対する興味喚起ができる。さらに、地域文化の理解を
深めるための歴史・文化の学びの場の提供として、御殿場の街道や街の成り立ち、御殿跡との伝承地に立地してい
る吾妻神社の祭礼、山車と町の関わりなどを地域全体で学習できる良い機会となる。
また、地元にとって吾妻神社の祭礼は「お盆に帰省できなくても、祭礼の時は帰る」との言葉が転出者から聞か

れるように、故郷の求心力の1つになっている。本事業により山車の存在が再認識されることで、より多くの人たち
の祭礼への参加や見学者の増加が期待され、地域への愛着の深まりや町の活性化が推進される。
また、吾妻祭の山車は、御殿場夏祭り歩行者天国の際にも曳行されることから、夏祭りへの地元の参加者が増

え、賑わいの創出に寄与することが期待される。

徳川氏御殿４００年事業やそれに伴う街道や街の成り立ち等を調査、発表することで、御殿跡周辺の未指定を含め
た文化財や地域に残る無形文化財に対する市民及び地域住民の関心が高まり、「歴史文化基本構想」策定に向けた
足がかりとなる。

地方公共団体
担当部局課

御殿場市教育委員会社会教育課

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

静岡県御殿場市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

御殿場市が本実施計画に係る全体の企画・調整を行う。各事業についての担当、役割は次のとおり。
教育委員会社会教育課：全体計画のうち文化財、文化的資源の取り扱いに関する指導・調整等

また、補助事業は次の団体が実施する。
御殿場下町伝統文化保存継承実行委員会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

御殿場市文化遺産を活用した地域活性化プラン

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

平成28年度から平成32年を計画期間とする御殿場市第４次総合計画前期基本計画では、地域文化継承のために歴
史・文化資源の調査・保全を進めること、地域文化の理解を深めるため、歴史・文化の学びの場の提供を図ること
を目標として掲げている。これを実施する計画として、平成28年から29年の2ヵ年で下記の取り組みを行い、歴史・
文化資源の保全、地域の歴史・文化の学びの場の提供を図る。
・徳川氏御殿造営４００年祭事業
御殿場の地名の由来である徳川家康の御殿跡の伝承地に立地するのが吾妻神社である。その例大祭と御殿場下町

の山車の深い関わりを映像記録に残すとともに、御殿場下町の山車を修理し、その修理に関わる全工程を映像記録
に残し、映像記録の配布や上映を通して文化財や郷土の歴史について市民の理解を深める。
市民が歴史に触れ合う機会の提供

・当市には、世界文化遺産富士山をはじめ、指定の有無、有形無形を問わず様々な文化遺産が存在する。これら文
化遺産について、市民向け講座や小中学校への出前講座等を通して見て、知って、触れてもらう機会を提供する。
また、博物館のような常設展示施設がないため、市役所庁舎等の展示スペースを使用した企画展示を開催し、郷土
の文化遺産について市民の理解を深める。

地域文化遺産活性化

平成 28 年度 ～

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30

27 年度 30,000 人 ⇒ 平成 29

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 御殿場夏祭りへの参加者数 関連事業: ①

年度 32,000 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

設定根拠１：
28年度は御殿400年祭のパレードが加わったことと時間を１時間早く開始したことで32,000人に
増加した。今後もこれを維持することを目標とした。

様式１－１別紙①



名名 名 名

29 年度 平成 30 年度

名 名

年度 平成 28 年度 平成

名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

名 ⇒ 平成 29 年度 35

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 吾妻太鼓の練習に参加する小学生の人数

目標値： 平成 28 年度 32

～ 平成 29 年度

事業概要：

吾妻祭における山車曳行・吾妻太鼓などの祭礼の状況や山車の修理の状況など、伝承に必要な映
像記録の製作を行う。重要な製作工程についてはナレーションで解説する。成果品については、
市の施設及び市内各小中学校等に配布し、祭礼文化の継承のすその拡大を図るとともに、作成し
た映像は、動画共有サイト等を活用して広く情報発信する。

事業②： 吾妻神社例大祭の保存伝承と地域活性化事業 実施団体： 御殿場下町伝統文化保存継承実行委員会

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 28 年度

人人 人 人

29 年度 平成 30 年度

人 人

年度 平成 28 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

人 ⇒ 平成 29 年度 360

吾妻神社例大祭（4月開催）への参加者数

目標値： 平成 27 年度 350

～ 平成 29 年度

事業概要：
吾妻祭で曳行される山車の、経年劣化による損傷が著しいため、平成28年から2カ年にわたり山
車の保存修理を行うとともに、修理過程と祭礼の状況を映像として記録することにより、伝統行
事の保護継承を図るもの。

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 28 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 吾妻神社例大祭の保存伝承と地域活性化事業 実施団体： 御殿場下町伝統文化保存継承実行委員会

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


